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一般質問

森
下
み
や
子

（
公
明
党
）

子

育

て

支

援

不
育
症
は
、
適
切
な
治
療
で
、

８
割
以
上
は
出
産
で
き
る
が
、
経

済
的
、
精
神
的
に
苦
し
む
女
性
も

多
い
。
適
切
な
情
報
、
治
療
を
提

供
す
る
た
め
に
独
自
の
不
育
症
助

成
制
度
導
入
は
。

県
下
で
は
斑
鳩
、
上
牧
町
が

助
成
し
数
件
の
利
用
が
あ
る
。
不

育
症
の
相
談
は
、
医
師
会
に
よ
る

専
門
の
面
接
・
電
話
相
談
や
、
本

市
で
は「
す
こ
や
か
子
ど
も
相
談
」

や
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
機
関
へ

繋
ぎ
心
の
支
援
も
し
て
い
る
。
国

や
県
の
動
向
を
見
て
検
討
し
た
い
。

子
供
や
乳
幼
児
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ

る
。
１３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
免
疫

を
つ
け
る
た
め
に
２
回
の
予
防
接

種
が
有
効
と
な
る
が
、
高
額
な
負

担
で
「
経
済
的
に
接
種
に
躊
躇
す

る
」
声
も
あ
る
。
若
者
層
の
定
住

促
進
と
し
て
も
、
予
防
接
種
公
費

助
成
制
度
の
導
入
は
。

定
期
予
防
接
種
は
乳
幼
児
等

が
規
定
の
回
数
を
接
種
す
る
こ
と

で
免
疫
や
長
期
的
効
果
が
見
込
め
、

集
団
感
染
を
防
ぐ
目
的
も
あ
る
。

季
節
型
の
予
防
接
種
の
助
成
は
、

費
用
対
効
果
等
も
踏
ま
え
、
国
や

県
の
動
向
を
見
て
検
討
し
た
い
。

子
供
の
医
療
費
助
成
制
度
は

現
物
支
給
す
る
と
、
国
保
の
国
庫

負
担
金
を
減
額
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
が
科
さ
れ
、
公
明
党
は
、
こ
れ

の
撤
廃
、
医
療
費
の
窓
口
無
料
化

を
目
指
し
て
き
た
。
昨
年
１２
月
に
、

３０
年
度
か
ら
、
未
就
学
児
ま
で
の

医
療
費
助
成
は
、
国
保
の
減
額
調

整
の
対
象
と
し
な
い
と
さ
れ
た
。

本
市
も
助
成
制
度
の
見
直
し
や
現

物
給
付
の
導
入
は
。

本
市
の
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
は
、
就
学
前
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
入
院
・
通
院
分
と
も
助
成

対
象
で
あ
る
。
奈
良
県
は
１７
年
度

か
ら
自
動
償
還
払
い
方
式
を
採
用

し
て
お
り
、
他
市
町
村
と
の
整
合

性
も
あ
り
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
市
長
の
考
え
は
。

医
療
費
の
支
払
い
は
、
来
年

度
か
ら
就
学
前
だ
け
だ
が
現
物
給

付
に
な
る
。
こ
れ
に
な
る
こ
と
を

見
込
ん
で
一
部
負
担
の
千
円
を
取

っ
て
い
る
。
今
は
自
動
償
還
払
い

で
、
こ
れ
は
三
千
円
か
か
れ
ば
三

千
円
を
そ
の
場
で
支
払
い
、
後
で

一
部
負
担
が
引
か
れ
た
二
千
円
が

返
還
さ
れ
る
。
こ
れ
を
し
な
い
と

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
あ
る
。
来
年
度

か
ら
就
学
前
は
現
物
給
付
に
な
り
、

一
部
負
担
の
千
円
の
支
払
い
で
受

診
で
き
る
。
た
だ
し
、
２
つ
病
院

を
受
診
す
れ
ば
、
別
に
費
用
が
必

要
な
た
め
、
１
回
千
円
で
全
て
受

診
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ

は
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
防
ぐ
１
つ
の

大
き
な
方
法
だ
と
思
う
。
奈
良
県

は
全
国
初
め
て
、
県
単
位
で
子
ど

も
医
療
費
の
無
料
化
に
踏
み
込
ん

だ
例
で
あ
る
。

婚

姻

届

等

の

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン

全
国
的
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
婚
姻
届
等
が
好
評
で
あ
る
。

婚
姻
届
は
一
定
の
規
定
を
除
き
各

市
の
自
由
で
あ
る
。
２９
年
度
施
政

方
針
で
は
「
若
い
世
代
の
結
婚
な

ど
の
希
望
を
か
な
え
る
」
と
の
言

葉
が
あ
り
、
結
婚
支
援
の
サ
ポ
ー

タ
ー
育
成
学
校
な
ど
「
か
し
は
ら

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
事
業
」
に

対
し
て
、
市
長
の
強
い
決
意
を
感

じ
た
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
等

を
作
成
す
る
の
は
ど
う
か
。
ま
た
、

年
間
何
組
の
婚
姻
届
が
あ
り
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
化
に
か
か
る
経
費
は
。

本
市
で
は
年
間
約
７
０
０
件

の
婚
姻
届
を
受
理
し
て
い
る
。
従

来
の
婚
姻
届
も
文
化
の
１
つ
と
考

え
、
そ
れ
を
残
し
つ
つ
も
、
本
市

の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
る
婚
姻
届
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
方
法
を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

婚
姻
の
記
念
に
婚
姻
届
受
理
証
明

書
を
交
付
し
て
い
る
が
、
今
後
は

市
と
し
て
新
婚
カ
ッ
プ
ル
を
祝
う

気
持
ち
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
受
理

証
明
書
を
考
え
た
い
。
現
在
の
婚

姻
届
の
経
費
は
１
枚
約
１３
円
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ラ
ー
版
は
約
５０

円
程
度
で
あ
る
。

婚
姻
届
の
提
出
時
の
記
念
撮

影
サ
ー
ビ
ス
や
パ
ネ
ル
の
設
置
は
。

新
分
庁
舎
で
の
交
流
広
場
等

で
、
ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ン
等
の
前

で
記
念
撮
影
、
そ
の
写
真
を
婚
姻

受
理
証
明
書
の
添
付
す
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
証
明
書
も
考
え
て
い
る
。

母
子
手
帳
は
、
小
学
校
就
学

前
ま
で
し
か
活
用
で
き
な
い
。
こ

れ
か
ら
の
成
長
の
記
録
と
し
て
活

用
で
き
な
い
か
。

母
子
手
帳
は
、
妊
産
婦
や
乳

幼
児
の
健
康
診
査
、
保
健
指
導
の

記
録
な
ど
を
記
録
す
る
こ
と
が
本

来
の
目
的
で
、
成
長
の
記
録
と
し

て
母
子
手
帳
を
ど
う
有
効
活
用
で

き
る
の
か
は
今
後
協
議
し
た
い
。

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
は
、
Ｅ

Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
教
育
）
の
推
進
拠
点
と
し
て
、

各
国
の
学
校
が
加
盟
し
、
本
市
で

は
、
今
井
、
白
橿
北
小
学
校
、
畝

傍
中
学
校
が
加
盟
し
て
い
る
。
世

界
で
の
活
動
情
報
の
提
供
や
交
流
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
た
め
の
教
材
あ
り
、
１

校
当
た
り
上
限
１０
万
円
の
助
成
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
子
供
達
の
視
野

も
広
が
り
、
学
習
や
活
動
が
充
実

す
る
。
ま
た
、
自
分
の
学
校
や
地

域
に
誇
り
を
持
ち
、
自
然
や
地
球

に
優
し
い
、
持
続
可
能
な
未
来
の

た
め
に
自
分
も
何
か
し
な
け
れ
ば

と
の
自
覚
を
持
て
る
な
ど
の
成
果

も
上
が
っ
て
い
る
。
今
後
の
本
市

の
加
盟
校
の
拡
大
は
。

加
盟
し
て
い
る
３
校
で
は
そ

れ
ぞ
れ
特
色
を
生
か
し
た
取
り
組

み
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
国
際

理
解
な
ど
様
々
な
学
習
が
あ
る
が
、

本
市
の
小
中
学
校
で
は
総
合
学
習

を
活
用
し
て
国
際
理
解
教
育
な
ど

行
っ
て
お
り
、
今
後
こ
れ
ら
を
Ｅ

Ｓ
Ｄ
の
視
点
か
ら
見
直
し
、
よ
り

良
い
学
び
に
な
る
よ
う
に
推
進
し

た
い
。
ユ
ネ
ス
コ
に
加
盟
し
な
け

れ
ば
取
り
組
め
な
い
こ
と
は
な
い
。


